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あ
と
が
き

　

本
書
は
、
二
〇
一
六
年
六
月
に
大
阪
市
立
大
学
よ
り
博
士
（
文
学
）
の
学
位
を
授
与
さ
れ
た
学
位
論
文
「
戦
国
期
六
角
氏
権
力
の

構
造
と
展
開
」
に
加
筆
・
修
正
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
審
査
の
労
を
と
っ
て
い
た
だ
い
た
仁
木
宏
（
日
本
中
世
史
）・
塚
田
孝

（
日
本
近
世
史
）・
平
田
茂
樹
（
中
国
近
世
史
）
の
各
先
生
に
、
お
礼
申
し
上
げ
る
。

　

私
は
、
小
学
生
の
頃
に
父
か
ら
紹
介
さ
れ
た
伝
記
（
世
界
の
偉
人
伝
）
を
通
じ
て
、
歴
史
好
き
に
な
っ
た
。
ド
ラ
え
も
ん
の
人
物

事
典
は
、
ぼ
ろ
ぼ
ろ
に
な
る
ま
で
何
度
も
読
み
返
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
歴
史
の
表
舞
台
と
な
っ
た
史
跡
、
と
り
わ
け
近

世
城
郭
に
関
心
を
も
ち
、
小
学
校
高
学
年
か
ら
中
学
生
の
頃
に
、
現
存
天
守
の
あ
る
城
を
中
心
に
父
と
二
人
で
め
ぐ
っ
た
。
高
校
生

の
頃
に
、
和
歌
山
城
郭
調
査
研
究
会
（
和
城
研
）
代
表
の
白
石
博
則
さ
ん
と
知
り
合
い
、
安
宅
荘
（
白
浜
市
）
の
中
世
城
郭
を
ご
案

内
い
た
だ
い
た
。
そ
こ
で
中
世
城
郭
の
魅
力
に
取
り
つ
か
れ
、
戦
国
時
代
を
勉
強
し
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。

　

二
〇
〇
三
年
、
大
阪
市
立
大
学
文
学
部
に
入
学
し
、
仁
木
宏
先
生
の
も
と
で
日
本
中
世
史
を
学
ん
だ
。
学
部
の
上
回
生
や
大
学
院

生
が
報
告
す
る
研
究
会
で
は
、
課
題
の
立
て
方
か
ら
史
料
の
解
釈
に
至
る
ま
で
様
々
な
意
見
が
飛
び
交
い
、
大
変
刺
激
的
だ
っ
た
。

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
は
毎
月
の
よ
う
に
あ
り
、
年
に
二
回
の
ゼ
ミ
旅
行
は
三
・
四
日
間
歩
き
詰
め
の
ハ
ー
ド
な
行
程
で
、
中
世
史
の

故
地
を
た
く
さ
ん
め
ぐ
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
よ
う
に
フ
ィ
ー
ル
ド
を
大
切
に
す
る
仁
木
ゼ
ミ
は
、
城
好
き
の
私
に
は
と
て
も
い

い
環
境
だ
っ
た
。

　

和
歌
山
県
出
身
で
、
和
城
研
の
調
査
に
毎
年
参
加
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
紀
州
の
城
郭
で
卒
業
論
文
を
書
き
た
い
と
思
っ
て
い
た
。

し
か
し
、
城
の
こ
と
が
わ
か
る
史
料
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
く
、
形
に
な
る
か
不
安
だ
っ
た
。
そ
ん
な
時
、
以
前
本
で
読
ん
だ
観
音
寺

城
の
こ
と
が
頭
を
よ
ぎ
り
、
六
角
氏
に
つ
い
て
調
べ
は
じ
め
た
。
当
初
は
六
角
氏
の
権
力
論
と
城
郭
論
を
リ
ン
ク
さ
せ
た
い
と
考
え
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て
い
た
が
、
発
給
文
書
を
検
討
す
る
な
か
で
、
六
角
氏
の
権
力
そ
の
も
の
に
関
心
が
移
る
。
第
一
部
第
二
章
は
、
こ
の
卒
論
の
成
果

を
発
展
さ
せ
て
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

　

大
学
院
の
前
期
博
士
課
程
で
は
、
学
会
で
同
世
代
の
院
生
と
知
り
合
い
、
学
内
の
ゼ
ミ
で
は
触
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
研
究
テ
ー

マ
に
接
し
、
刺
激
を
受
け
た
。
二
〇
〇
八
年
に
は
、
大
阪
・
兵
庫
の
大
学
院
生
で
組
織
さ
れ
る
歴
史
学
入
門
講
座
実
行
委
員
会
の
委

員
長
を
つ
と
め
、
一
つ
の
事
業
を
み
ん
な
で
や
り
遂
げ
る
こ
と
の
喜
び
を
味
わ
っ
た
。

　

修
論
で
は
、
六
角
氏
権
力
と
在
地
と
の
関
わ
り
を
具
体
的
に
探
り
た
い
と
考
え
、
惣
村
の
文
書
に
比
べ
て
検
討
が
手
薄
な
寺
院
の

文
書
に
着
目
し
た
。
第
二
部
第
一
章
お
よ
び
補
論
一
は
、
こ
の
時
の
成
果
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。

　

二
〇
〇
九
年
に
前
期
博
士
課
程
を
修
了
し
、
歴
史
学
と
は
ま
っ
た
く
関
わ
り
の
な
い
民
間
の
企
業
に
就
職
し
た
。
し
か
し
、
歴
史

学
へ
の
思
い
を
捨
て
去
る
こ
と
が
で
き
ず
、
わ
ず
か
一
年
で
退
職
す
る
。
大
阪
府
内
の
高
校
で
一
年
間
講
師
を
つ
と
め
た
後
、
二
〇

一
一
年
に
後
期
博
士
課
程
に
入
学
し
、
再
び
仁
木
先
生
の
指
導
を
得
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

こ
の
年
の
四
月
、
中
近
世
の
都
市
を
研
究
対
象
と
す
る
一
六
一
七
会
が
、
観
音
寺
城
と
城
下
町
を
テ
ー
マ
に
研
究
会
を
開
催
し
た
。

私
は
六
角
氏
権
力
論
の
立
場
か
ら
報
告
を
行
い
、
卒
論
以
来
の
課
題
で
あ
っ
た
権
力
論
と
城
郭
論
の
接
合
を
試
み
た
。
第
二
部
第
三

章
は
、
こ
の
時
の
成
果
を
ベ
ー
ス
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
八
月
に
は
第
四
九
回
中
世
史
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
を
近
江
で
開
催
し
、

実
行
委
員
長
と
し
て
そ
の
準
備
に
あ
た
っ
た
。
第
二
部
第
二
章
は
、
そ
の
時
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
の
報
告
を
も
と
に
し
て
い
る
。

　

二
〇
一
一
年
度
に
は
、
奈
良
県
の
葛
城
市
歴
史
博
物
館
で
資
料
整
理
員
を
つ
と
め
る
。
田
中
慶
治
氏
（
同
館
学
芸
員
）
の
指
導
の

も
と
、
資
料
調
査
や
展
示
図
録
・
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
の
製
作
、
市
民
向
け
イ
ベ
ン
ト
の
補
助
に
あ
た
っ
た
。
地
域
の
文
化
財
に
寄
り
添

う
学
芸
員
の
大
切
さ
を
肌
で
感
じ
、
学
芸
員
の
道
を
志
す
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

　

二
〇
一
二
年
、
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
（
Ｄ
Ｃ
2
）
に
採
用
さ
れ
、「
戦
国
期
近
江
の
権
力
構
造

─
六
角
氏
を
中
心
に

─
」
と
い
う
課
題
に
基
づ
き
、
六
角
氏
の
研
究
を
進
め
た
。
同
年
八
月
に
は
、
戦
国
・
織
豊
期
研
究
会
で
六
角
氏
の
有
力
被
官
で
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あ
る
伊
庭
氏
の
動
向
に
つ
い
て
報
告
し
、
六
角
氏
が
権
力
を
確
立
す
る
前
提
を
探
っ
た
。
こ
の
報
告
を
発
展
さ
せ
た
の
が
、
第
一
部

第
一
章
で
あ
る
。

　

二
〇
一
三
年
、
近
世
城
郭
史
担
当
の
学
芸
員
と
し
て
和
歌
山
市
に
採
用
さ
れ
た
。
仁
木
ゼ
ミ
の
先
輩
に
あ
た
る
小
橋
勇
介
さ
ん
も
、

中
世
史
の
学
芸
員
と
し
て
同
時
に
採
用
さ
れ
、
と
も
に
和
歌
山
市
立
博
物
館
に
配
属
さ
れ
た
。
市
域
の
中
・
近
世
史
料
に
向
き
合
い
、

少
し
ず
つ
仕
事
に
慣
れ
て
い
っ
た
が
、
翌
年
に
は
早
く
も
和
歌
山
城
整
備
企
画
課
に
異
動
と
な
る
。
和
歌
山
城
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設

を
城
内
に
新
設
す
る
こ
と
が
、
は
じ
め
て
の
仕
事
で
あ
っ
た
。
展
示
の
経
験
が
ほ
と
ん
ど
な
い
な
か
で
、
す
べ
て
が
手
探
り
で
あ
っ

た
が
、
周
囲
の
方
々
に
支
え
ら
れ
、
二
〇
一
五
年
九
月
に
「
わ
か
や
ま
歴
史
館
」
と
し
て
何
と
か
オ
ー
プ
ン
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

職
場
環
境
が
大
き
く
変
わ
っ
た
二
〇
一
四
年
に
、
六
角
氏
に
関
す
る
研
究
報
告
を
二
つ
行
っ
た
。
一
つ
は
、
大
阪
歴
史
学
会
で
の

大
会
報
告
で
あ
る
。
直
前
ま
で
話
が
ま
と
ま
ら
ず
、
部
会
担
当
や
関
係
者
の
皆
様
に
は
本
当
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
た
。
ご
協
力
い

た
だ
い
た
皆
様
に
、
こ
の
場
を
借
り
て
お
礼
申
し
上
げ
た
い
。
第
一
部
第
三
章
は
、
こ
の
報
告
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
も
う
一

つ
は
、「
守
護
所
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
2
＠
清
須　

新
・
清
須
会
議
」
で
の
報
告
で
あ
る
。
守
護
所
・
戦
国
城
下
町
の
あ
り
方
を
全
国
的

な
規
模
で
比
較
・
検
討
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
、
近
江
の
事
例
に
つ
い
て
報
告
し
た
。
こ
の
時
の
成
果
が
、
第
二
部
補
論
二
で
あ
る
。

　

和
歌
山
城
整
備
企
画
課
で
は
、
城
内
整
備
の
計
画
策
定
や
石
垣
の
修
理
、
発
掘
調
査
な
ど
整
備
の
最
前
線
を
経
験
し
た
。
業
務
外

で
は
、
和
歌
山
城
や
紀
州
藩
を
テ
ー
マ
と
す
る
勉
強
会
を
学
芸
員
の
有
志
で
定
期
的
に
行
い
、
職
場
の
枠
を
越
え
て
学
問
的
な
交
流

を
深
め
た
。
ま
た
、
和
歌
山
地
方
史
研
究
会
や
和
城
研
で
は
委
員
と
し
て
運
営
に
携
わ
り
、
地
域
史
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

さ
ら
に
、
二
〇
一
六
年
度
か
ら
は
有
田
郡
市
中
世
城
郭
調
査
指
導
委
員
会
の
委
員
と
な
り
、
中
世
城
郭
の
学
術
的
な
価
値
づ
け
を
検

討
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
中
世
史
や
城
郭
史
の
分
野
で
地
元
に
貢
献
で
き
る
こ
と
は
、
存
外
の
喜
び
で
あ
る
。

　

一
方
で
、
和
歌
山
市
に
就
職
し
て
以
降
、
近
江
と
の
物
理
的
・
精
神
的
な
距
離
が
次
第
に
大
き
く
な
り
、
以
前
の
よ
う
に
六
角
氏

の
研
究
に
打
ち
込
め
な
く
な
っ
た
。
し
か
し
、
二
〇
一
五
年
度
か
ら
は
川
岡
勉
さ
ん
の
科
研
で
六
角
氏
を
担
当
し
、
受
発
給
文
書
の



　

3（4

あ
り
方
を
全
国
的
な
規
模
で
比
較
・
検
討
し
て
い
る
。
ま
た
、
二
〇
一
七
年
に
は
、
戦
国
史
研
究
会
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
、
近
江
や

紀
伊
も
含
め
た
畿
内
近
国
の
国
衆
に
つ
い
て
報
告
す
る
機
会
を
得
た
。
こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果
を
、
よ
り
広
い
視
野
に
立
っ
て
位
置

づ
け
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
て
い
る
の
だ
と
思
う
。

　

今
春
よ
り
、
近
畿
大
学
文
芸
学
部
に
て
教
鞭
を
と
る
こ
と
に
な
っ
た
。
人
生
の
節
目
と
も
い
え
る
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
六
角
氏

の
単
著
を
刊
行
す
る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
う
れ
し
く
思
う
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
仁
木
先
生
と
ゼ
ミ
の
先
輩
・
後
輩
方
、
ま
た
学

会
な
ど
で
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
皆
様
の
ご
指
導
の
賜
物
で
あ
る
。
こ
の
学
恩
に
報
い
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
新
し
い
フ
ィ
ー
ル

ド
で
研
究
に
邁
進
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
刊
行
を
お
引
き
受
け
い
た
だ
い
た
思
文
閣
出
版
お
よ
び
原
宏
一
・
三
浦
泰
保
の
両
氏
に

お
礼
申
し
上
げ
る
。

　

最
後
に
、
病
気
一
つ
し
な
い
健
康
な
体
に
産
み
育
て
、
好
き
な
道
を
歩
ま
せ
て
く
れ
た
両
親
に
感
謝
し
た
い
。

　
　

平
成
三
〇
年
四
月
一
日

新
た
な
人
生
の
門
出
に　
　
　
　
　
　
　

新
谷
和
之

　

本
書
は
、
平
成
二
四
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
特
別
研
究
員
奨
励
費
）〈
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
Ｄ
Ｃ
2
〉
に
よ
る
研

究
成
果
を
含
ん
で
い
る
。
ま
た
、
本
書
の
出
版
に
際
し
、
大
阪
市
立
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
若
手
研
究
者
出
版
助
成
を
受
け
た
。



【人名・地名】

あ

青地茂綱	 （0（,	（03,	（0（
青地城	 （（4
赤尾氏	 （00
赤佐勘解由左衛門尉	 （0（
赤佐氏	 （00,	（5（
赤澤朝経	 5（,	（（5
赤松（氏）	 （,	（6,	（（4,	（（（,	3（4
芥川城	 （36
浅井（氏）　	 （3,	（（,	（4,	（5,	55,	5（,	（（,	（（,	
（6,	 （（5,	 （33,	 （3（,	 （（0,	 （（5,	 （（5,	 （（5,	
（（（,	 （（4,	 （（3,	 （45～（,	 （5（,	 （5（,	 （（6,	
（（（,	3（（,	3（（
浅井亮政	 （（0,	（（4,	（5（
浅井久政	 46,	（（4,	（5（
朝倉氏	 （00,	（00
朝倉教景	 （5（
浅小井	 （6（
蘆浦安国寺	 （35
蘆浦観音寺	 （00,	（（（,	（（（
足利尊氏	 40
足利直義	 （56
足利義昭	 （0
足利義材（義尹・義稙）　	 45,	5（～4,	6（,	
（（4,	（（5,	（（（,	（（0,	（36,	（5（,	（56,	（（（,	
30（
足利義澄	53,	54,	5（,	6（,	（（5,	（（6,	（36,	30（
足利義維	 （5（
足利義輝	 （（0,	（（（,	（4（
足利義教	 （44,	（（（
足利義晴	 （5,	（（,	（0（,	（（6,	（46,	（5（,	（5（,	
（6（,	（（0,	（（（,	（（（

足利義尚	 45,	（（4,	（（0,	（（3,	（（3,	（56,	（（（
足利義政	 （（3,	（（4,	（40,	（（（
足利義持	 （（（,	（4（
安食氏	 （（（
麻生荘	 34,	35,	（5
安土城	 4,	（53,	（（（,	（（6,	（（（,	3（（
安孫子（氏）	 （（6
尼子氏	 （（,	（00,	（46,	（（（,	（（（
嵐山城	 （（（
安治村	 4（,	4（

い

井河（氏）	 34,	3（,	（（（
井河入道	 35,	36,	3（,	（5
池田（氏）　	（（,	（00,	（（（,	（（（～4,	（（6,	（33,	
（5（,	 （5（～60,	 （63,	 （64,	 （6（,	 （（6～（,	
（（（,	（65,	（6（,	（（（
池田景雄	 （0（,	（5（
池田定輔
	 	 （00,	（03,	（04,	（（0,	（5（,	（5（,	（（6
池田三郎左衛門	 （00,	（（（,	（（（,	（（4,	（3（,	
（5（,	（53,	（5（,	（5（,	（05
池田次郎左衛門尉	 （5（,	（5（
池田新三郎	 （00,	（（5
池田高雄	 （（,	（（,	（04,	（（（,	（30,	（40,	（5（,	
（5（,	（（（,	（4（,	（（6
池田豊雄	 （（,	（0（,	（5（,	（（（
池田大和守
	 	 （05,	（（4,	（5（,	（54～（,	（6（,	（63,	（（（
伊崎寺	 （4（
伊佐孫太郎	 3（,	4（
石寺　	（（,	（（3～5,	（33,	（（（,	（56,	（63,	（65
～（,	（（6,	（（（,	（（（,	（（0,	（（（,	（（3,	（（6,	
（（（～5,	（（（,	30（
石塔	 （56
石丸利光	 （（0,	（（（
出雲国	 （46
伊勢貞孝	 （5（

（ii）34（

索　　　引
（人名・地名／事項／研究者）



　

伊勢貞忠	 （5
伊勢貞宗	 44,	53,	60,	（（,	（5（
伊勢（氏）	 （（,	（00,	（3（,	（40,	（44
伊勢（国）	 3（,	（（（,	（（（,	（（0,	（56,	（5（
市川氏	 （（,	（00
一条兼良	 （5（
伊藤氏	 （（,	（00,	（（（
犬上郡	 （（4
飯尾清房	 （（,	（（
飯尾為行	 4（
伊庭貞澄	 5（,	6（,	66
伊庭貞隆　	44,	46～（,	5（,	53,	60,	6（,	64～
（,	（（,	（（,	（00,	（（3,	（（5,	（（（,	（（（,	（5（,	
（（（,	（35,	（5（
伊庭貞説	 53,	6（,	6（,	（（,	（（5,	（（（,	（5（
伊庭（氏）　	 （（,	3（～3,	3（,	40～5（,	54～（,	
6（,	6（,	（6,	（（,	（0,	（（,	（0（,	（（3,	（（5～（,	
（（（,	（5（,	（5（,	（6（,	（（0,	（（4,	（（5,	（（5,	
（（6,	（05,	（（3,	（5（,	300,	30（,	3（3,	3（0
伊庭出羽守	 6（
伊庭中務丞	 （（（
伊庭八郎	 4（
伊庭満澄	 63,	64
伊庭六郎	 5（,	5（,	6（
伊庭六郎左衛門尉	 40
伊吹山	 （（（
今井氏	 （（,	（0（,	（5（,	（5（
今堀（郷）	 （6,	（4,	（0（,	（（（,	（（（,	（00,	（（（
岩根	 65

う

宇野教意	 44,	60
宇野教林	 4（,	5（,	（5,	（（

え

枝村	 （3（,	（（（,	（00,	（33,	（6（,	（（（
愛知（智）郡	 （（（,	（6（,	（（4,	（00,	（0（,	（（（,	
（（0,	（（（,	（4（
越中（氏）	 6（,	（0（
江辺	 （6（,	（6（,	（（（,	（3（,	（3（

お

老蘇	 （（（,	（（3,	（（4
近江（国）　	 4,	6,	（0,	（（,	（3,	（5～（,	（（,	（（,	
（3,	（4,	3（,	34,	3（,	4（,	45,	5（,	5（,	56,	5（,	

（0,	（6,	（（,	（5,	（（,	（（,	（0（～（（,	（（（,	（45
～（,	（5（,	（6（,	（（0,	（（6～（,	（00～（,	（（（,	
（（（,	（（4～（,	（3（,	（4（,	（44～（,	（50,	（54,	
（56,	（6（,	（（（,	（（5,	（（（,	（（6,	（（（,	（（（,	
（（4,	 （（6,	 （（（～（,	 303,	 305,	 30（～（（,	
3（4,	3（6～（,	3（0,	3（（
近江七郎左衛門	 35,	36,	（5
大内氏	 6（,	（0（,	（（3
大河原氏	 3（,	4（,	（5,	（（（
大河原行重	 3（,	（5
大国荘	 （（4
大笹原神社	 （（（,	（3（,	（35,	（4（
大館氏	 （0（
大塚源三	 （00
大塚氏	 （（,	（（,	（3（
大塚城	 （5（,	（（（
大塚八郎衛門	 （55
大塚八郎兵衛	 （55,	（56,	（5（,	（65,	（（（
大野木弾正	 63,	64
大原（氏）	 （3,	（3,	（（（,	（4（,	（5（
大原荘	 （3,	（4（
大原高盛	 （00
大原高保	 （4（,	（63
大山崎	 3（,	（0（
小笠原氏	 （0（,	（（0
岡屋	 （（（,	（（（
小川（氏）	 （（4
小河丹後守	 （（4
隠岐（氏）	 （5,	（6
隠岐賢広	 （0（,	（0（,	（30
沖島　	 （0（,	（（4,	（54,	（56,	（5（,	（6（,	（6（,	
（65,	（（（
隠岐忠広	 （6,	（（,	（0,	（30
奥島	 43,	（（,	（（（,	（4（
小口	 6（
小椋	 4（,	4（
小倉右京亮	 （0（,	（04,	（05
小倉実詮	 （（（
小倉実恒	 （（（
小倉（氏）	 （0（,	（0（,	（（4,	（（（,	（（（
小倉忠長	 （35,	（4（
小倉長寿	 （（（
長田氏	 （（（
置塩城	 （（4
押立	 （（4,	（4（

340（iii）



押立神社	 （（4,	（（5,	（0（
織田（氏）	 （0,	30（,	30（
小谷城	 （5（,	（（（,	（（（
織田信長	 4,	5,	（（,	（0,	（0（,	（（0,	（36,	（53,	
（5（,	（5（,	（60,	（64,	（（6,	（（（,	（（3,	（（（,	
303,	306,	3（5,	3（（
落合家光	 （00,	（0（,	（06
落合出雲守	 （06,	（33,	（3（
落合氏	 （（
落合八郎左衛門尉	 （0（,	（04
落合八郎兵衛尉	 （0（
小脇	 （（（
小脇館	 （4（

か

柿城	 （（（,	（（（
欠郡	 （46
柏原	 （（（
堅田	 6（,	（（,	（0（,	（（（,	（（（,	（30
金田	 （（（
蒲生賢秀	 （00,	（0（,	（04
蒲生館	 5（
蒲生（郡）　	 3（,	3（,	（（,	（（,	（（（,	（（（,	（（6,	
（（（,	（5（,	（（0,	（（（,	（0（,	（（（,	（（（,	（（（,	
（（（,	306
蒲生定秀	 （0（,	（03,	（05～（,	（（0,	（30
蒲生（氏）	 34,	3（,	3（,	5（,	5（,	（4,	（6,	（0（,	
（（（,	（（5,	（（6,	（（（,	（（3,	（（4,	（（6,	（34,	
（（6,	（4（,	（44,	（45
蒲生高郷	 （（（
蒲生彦六郎	 35
蒲生秀貞	 （44
蒲生秀紀	 （（（
蒲生六郎	 36
賀茂社	 （0（
賀茂庄	 65,	（0（
河合新左衛門尉	 44
河上荘	 4（,	6（,	（（～4,	（（,	（（
河瀬	 （（（,	（（（
河内国	 （66,	（（5,	3（4
神崎郡	 （（5
神崎左京亮	 （06,	（（4,	（63,	（64
神崎氏	 （（3,	（（4,	（（6,	（（3
神崎下総守	 （0（,	（0（,	（（4
神崎与太郎	 （（4

観音寺　	 （（3～5,	（33,	（34,	（4（,	（3（,	（54
～（,	 （6（,	 （66,	 （6（,	 （（（～4,	 （（6,	 （（（,	
（（（,～（3,	（（（,	（（（,	（（3,	（（6,	306
観音寺城	 （（,	5（,	（4,	（0,	（（,	（（,	（（5,	（（（,	
（（（～4,	（（6～（,	（36,	（3（,	（4（,	（4（,	（5（,	
（5（,	（（5,	（（6,	（（（,	（（0,	（（6,	（（（,	（（（,	
（（6,	（0（,	（（3,	（（（,	（（3,	（4（,	（4（,	（45,	
（4（,	（53～5,	（5（,	（5（～（0,	（（（～（,	（（（,	
（（（,	 （（3,	 （（5,	 （（6,	 （（（,	 （（（,	 （（（～6,	
（（（,	（（（,	 30（,	 304,	 306,	 30（,	 30（～（（,	
3（4,	3（6,	3（（,	3（（
観音正寺	 （（5,	（（6,	（（（,	（（（,	（（（,	（（（

き

妓王井	 （（（
祇園社	 35,	36,	3（,	（5
儀我氏秀	 3（
儀我左京亮	 3（
儀我（氏）	 3（,	（0（,	（（（,	（56
儀俄中務	 35,	36,	3（
北白川	 （5（
杵築大社	 （46
繖山	 （（3,	（55,	（6（,	（63,	（（3,	（（0,	306
岐阜城	 （64,	（（3
木村氏	 （30
木村孫三郎	 3（,	（5
久徳	 （（（
久徳城	 （（6,	（（0
京極勝秀	 （56
京極（氏）　	 （3,	（3,	（4,	44,	45,	55,	60,	（（,	
（6,	（（3,	（（（,	（54,	（（0,	（（（,	（（3～5,	（（5,	
（（（,	（（5,	（45,	（46,	（5（,	（5（,	（66,	（（（,	
（（（,	（（（～（,	（（（,	（（6,	（（（
京極高清	 （（0,	（（（,	（5（
京極高広	 （（4,	（5（,	（5（
京極高慶	 （5（
京極道誉	 （56,	（6（,	（（（
京極持清	 4（,	（（3,	（56,	（（（
経尋	 （5（
京都　	 （6～（,	（3,	3（,	45,	5（,	（（,	（（5,	（（6,	
（3（,	（4（,	（4（,	（53,	（5（,	（6（
清滝寺	 （（（

く

朽木材秀	 5（,	（（

（iv）33（



　

朽木（氏）
	 	 （3,	6（,	（（～（（,	（3,	（（,	（（,	（03,	（46
朽木稙広（稙綱）	 （（,	（4
九里宗忍	 6（
九里伊賀守	 （5（
九里三郎左衛門	 64
九里（氏）
	 	 44,	54,	55,	5（,	6（,	（5（,	（5（,	（05,	（5（
九里備前守	 54
栗太郡	 （（5
栗田実勝	 （30
栗田元経	 （30
黒川氏	 （03
黒川修理進	 66
黒川与四郎	 46,	64
桑名	 （6（
桑実寺	 （（0,	（（（

け・こ

京兆家	 （,	53,	5（
光音院	 （（,	（0
甲賀郡	 （4,	46,	5（,	（（,	（（5,	（36
高山寺	 （（（
神ノ井	 （33,	（44
興福寺	 （,	（5（
甲良	 （（（
小佐治氏	 40
後醍醐天皇	 （6（
後藤氏豊	 （30
後藤賢豊	 （（,	（04,	（（0,	（（4,	（33,	30（
後藤（氏）	 （（,	（3,	（（3,	（（4,	（34,	（4（
後藤高忠	 5（,	（03
後藤高種	 （（,	（（,	（00,	（30
後藤高恒　	（（～5,	（（,	（0,	（（,	（0（～4,	（0（,	
（（4,	（5（,	（（0
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木下聡	 （（3

く

蔵持重裕	 （4
久留島典子	 （（,	（4（,	（（（
黒川直則	 （4（
黒田基樹	 （,	（（,	（（,	3（,	5（,	（5,	（4（

こ

小風真理子	 （4（,	（00
小島道裕	 （（,	（5,	（（（,	（0（,	（（6,	（（（,	（（6,	
（（3,	（（5,	（（（～（
小谷利明	 （,	（（,	（（（,	3（（
小林基伸	 （（（

さ

齊藤慎一	 3（（
坂田孝彦	 （（（,	（（（
桜井英治	 （0（,	3（0,	3（（
佐藤圭	 （00
佐藤進一	 （5,	（00,	（5（
佐野静代	 （6,	（4

し

柴辻俊六	 （（
澁谷一成	 （40
嶋田哲	 （4
下坂守　	（3,	（4,	33,	34,	3（,	4（,	46,	5（～6（,	
（3（,	（（5,	（（4,	（（（,	（4（,	（46,	（5（,	（（6,	
（（（

す・せ

鈴木敦子	 （（（
千田嘉博　	 （0（,	（54,	（63,	（64,	（（5,	（（（,	
（（6,	（（（,	（（3,	（（（～（,	3（（

た

髙木叙子	 5（,	6（,	（66,	（（（,	（4（,	（（（
高橋順之	 （（（
田中克行	 （4
田中慶治	 （,	（（

つ・な

鶴崎裕雄	 （3（,	（4（
中井均	 （4,	（（6,	（（（,	（（（～（
中西裕樹	 （（6
永原慶二	 6,	（（,	（0（,	（4（
仲村研	 （4,	（5,	（（（,	（00,	（（（

に

仁木宏	 （45,	（（（,	（（（,	（（（,	（（3,	（（（,	（（（
西島太郎	 （4,	（（,	（3（,	（（（,	（00,	（（4,	（46,	
（4（,	（5（,	（（6,	（（（,	（（（
西村幸信	 （（
似鳥雄一	 （6,	（5

の

野田泰三	 （,	（（,	（（（,	3（（
則竹雄一	 3（（

は

萩原大輔	 6（
橋本道範	 （6,	（4
長谷川博史	 （（,	（46,	（（（
長谷川裕子	 （（,	（4,	（（（
浜中光永	 （6（,	（00,	（（（,	（（（
林文理	 （46,	（（（
林博通	 （（6,	（（（

ふ

深谷幸治	 （5,	（4,	（4（,	（（0,	（（（,	（（（
福島克彦	 （（（
福永清治	 （（（,	（（（
福持昌之	 （（（～（0（
藤岡英礼	 （54,	（（（,	（（5,	（（（,	（（（,	（（（
藤木久志	 （（
古野貢	 （,	（（,	（6,	3（（

ほ

星野重治	 （3
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	 	 34,	3（,	5（,	（（,	（0,	（3,	（6,	（（0,	（3（

ま

牧原成征	 （6,	（4
松下浩　	 （（,	（3,	（（,	（（,	（0,	（6～（,	（34,	
（4（,	30（,	3（（
丸島和洋	 （5,	（（

み

水野章二	 （4,	（4（
箕田正道	 （33,	（4（
宮島敬一　	5,	（（,	（（,	（（,	（3～5,	33,	46～（,	
5（～60,	6（,	（0,	（（,	（（,	（（,	（6,	（（,	（（0,	
（（（,	（3（,	（4（,	（46,	（6（,	（（5,	（（4,	（（5,	
（（（,	（00,	（0（,	（（（,	（（3,	（5（,	（（6,	（（（,	
3（（

む

村井祐樹　	（（,	（（,	（（,	（3,	（5,	44,	5（,	5（～
60,	（（,	（5,	（（,	（6～（,	（（0,	（（5,	（（（,	（（（,	
（30,	（35,	（3（,	（5（,	（5（,	（（（,	（（（～（0（,	
（33,	（50,	（5（,	（（0,	30（,	3（（
村井良介	 （,	（（
村田修三　	 （4（,	（0（,	（（（,	（54,	（（5,	（（6,	
（（（,	（（5,	（（（

も・や

百瀬今朝雄	 （5,	（00,	（5（
矢田俊文	 （,	（,	（（,	6（,	（6,	（3（,	（40,	（（4,	
（4（,	（（（,	（（（,	3（（
山田徹	 （（～4,	（（（
山村亜希	 （（（,	（（（
山室恭子	 6（,	（5

ゆ

湯浅治久	 （5,	（4,	（4（,	（（（
弓倉弘年	 （,	（（

よ

用田政晴	 （（（
米原正義	 （4（,	（4（

わ

脇田晴子	 （5

渡邊大門	 3（（
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